
告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
七
十
八
号 

埼
玉
県
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
九
号
）
別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
百
十
四

号
金
額
の
欄
イ
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法

律
第
五
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
三
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ

と
を
示
す
書
類
又
は
こ
れ
に
類
す
る
書
類
と
し
て
知
事
が
別
に
定
め
る
も
の
を
、
次
の
よ
う
に
定

め
る
。 平

成
二
十
九
年
三
月
二
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

 

埼
玉
県
手
数
料
条
例
別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
百
十
四
号
金
額
の
欄
イ
の
法
第
二
条
第
三
号
に

掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
書
類
又
は
こ
れ
に
類
す
る
書
類
と
し
て
知
事
が
別
に

定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
書
類
と
す
る
。 

一 

法
第
十
五
条
第
一
項
の
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
が
作
成
し
た
法
第
二

条
第
三
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
書
類 

二 

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
五
条
第

一
項
の
登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
が
作
成
し
た
法
第
二
条
第
三
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て

い
る
こ
と
を
示
す
書
類 

三 

法
第
十
二
条
第
六
項
の
適
合
判
定
通
知
書
の
写
し
及
び
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

第
二
百
一
号
）
第
七
条
第
五
項
、
第
七
条
の
二
第
五
項
又
は
第
十
八
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る

検
査
済
証
の
写
し 

四 

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
八
年
国
土

交
通
省
令
第
五
号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
の
通
知
書
の
写
し
及
び
建
築
基
準
法
第
七
条
第
五
項
、

第
七
条
の
二
第
五
項
又
は
第
十
八
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る
検
査
済
証
の
写
し 

五 

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
四
年
国
土
交
通
省
令
第
八

十
六
号
）
第
四
十
三
条
第
二
項
の
通
知
書
の
写
し
及
び
建
築
基
準
法
第
七
条
第
五
項
、
第
七
条

の
二
第
五
項
又
は
第
十
八
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る
検
査
済
証
の
写
し 

六 

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
第
六
条
第
三
項
の
建
設
住
宅
性
能
評
価
書
（
日

本
住
宅
性
能
表
示
基
準
（
平
成
十
三
年
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
四
十
六
号
）
別
表
１
の
断

熱
等
性
能
等
級
の
等
級
４
及
び
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
等
級
の
等
級
４
又
は
等
級
５
（
法
の

施
行
の
際
現
に
存
す
る
建
築
物
の
住
宅
部
分
に
あ
っ
て
は
、
同
基
準
別
表
２
―
１
の
一
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
等
級
の
等
級
３
、
等
級
４
又
は
等
級
５
）
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の

に
限
る
。
）
の
写
し 

 


